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本書はウェルキャブ 助手席回転チルトシート車の装備について記載しています。
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本書の見方
 お守りいただかないと、お客様自身と周囲の人々が死亡、ま
たは重大な傷害につながるおそれがあることを説明していま
す。
 お守りいただかないと、車や装備品の故障や破損につながる
おそれがあることを説明しています。
 操作・作業の手順を示しています。番号の順に従ってください。

 押す・まわすなど、していた
だきたい操作を示しています。

 フタが開くなど、操作後の作
動を示しています。

 説明の対象となるもの・場所
を示しています。
 “ し てはいけません”“こ
のようにしないでください”
“このようなことを起こさな
いでください”という意味で
す。

 機能や操作方法の説明以外で知っておいていただきたい、知っ
ておくと便利なことを説明しています。

■ ハイブリッド車特有の記載について
ハイブリッド車特有の部品名称やスイッチ名称を“〈○○○〉”で表示
しています。（〈補機バッテリー〉など）



安全・安心のために
～必ずお読みください～
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 警告

■ 操作および車いすを収納するときは

不整地や傾斜地で操作しないでください。
車いす・助手席回転チルトシートからの転
落や、車いす収納時に車いすが傾いて体や
車両にあたるなど、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

 平坦な場所で操作

 パーキングブレーキを確実にかける

 シフトレバーをPの位置にする

助手席回転チルトシートについて

本書におけるウェルキャブ 助手席回転チルトシート車の操作はすべて
介助の方が行ってください。
この項目では、助手席回転チルトシートについて、必ず守っていただき
たいことをまとめてあります。

■ 操作する前に

助手席ドアを全開にしてください。
全開にしないと助手席回転チルトシート操
作時、シート乗車の方の足が助手席ドアと
接触し、けがをするおそれがあります。



91-1. 安全なドライブのために

1

安
全
・
安
心
の
た
め
に

 警告

■ 乗り降りするときは

乗り降りする方の頭上の十分な安全確認を
してください。
ドア開口部に頭部をあて、けがをするおそ
れがあります。

 乗車時

 降車時

■ チャイルドシートの装着禁止

助手席回転チルトシートにチャイルドシー
トを装着しないでください。
装置の破損や、お子さまが重大な傷害を受
けるか、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。
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 警告

■ 操作するときは

● 正しい姿勢で乗車してください。
 （→P.20）

● 乗員の体について十分な安全確認をし
てください。

 助手席回転チルトシートを回転・チル
トさせるときに、頭や手足をドア開口
部にあてるなど思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

 ドア開口部と頭部の接触に注意する

 インストルメントパネルに手や足をぶ
つけないように注意する

 ドア開口部と助手席回転チルトシート
のすき間に手を挟まれないように注意
する

 インストルメントパネルと助手席回転
チルトシートのすき間に挟まれないよ
うに注意する

 ドアやドア開口部と足の接触に注意す
る

● 助手席回転チルトシート作動時、シー
トの下および周辺に手足や荷物を入れ
ないでください。

 手足を挟まれけがをしたり、荷物や助
手席回転チルトシートを損傷するおそ
れがあります。
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 警告

■ 強風時の助手席ドアについて

強風時、助手席ドアが閉まることがありま
す。
助手席ドアが助手席回転チルトシートおよ
び乗員にあたり、けがをするおそれがあり
ますので、注意してください。

■ 助手席回転チルトシート乗員のシートベルトの着用

走行前に必ずシートベルトを正しく着用し
てください。（→標準車取扱書の「シート
ベルト」）
正しく着用しないと、急ブレーキをかけた
ときや衝突したときなどにシートベルトが
十分な効果を発揮せず、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

■ 助手席回転チルトシートを車内にもどしたときは

助手席回転チルトシートを前後左右にゆす
り、シートが確実に格納位置で固定されて
いるか確認してください。
確実に固定されていないと、走行中にシー
トが動き、思わぬ事故の原因になって重大
な傷害を受けるおそれがあり危険です。
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 警告

■ 車いす・手動車いす用収納装置の固定確認

確実に固定されているか確認してくださ
い。
急ブレーキをかけたときや衝突したときな
どに車いすが車室内にとび込んだり、車い
すや手動車いす用収納装置のアームが動い
て車両や車いすが損傷するなど、重大な事
故につながるおそれがあり危険です。
また、車いす固定ベルトにねじれがないこ
とも確認してください。

車いす・手動車いす用収納装置（Bタイプ）の固定について

車いす・手動車いす用収納装置の固定について、必ず守っていただきた
いことをまとめてあります。
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助手席回転チルトシートの調整
 前後位置調整

 （スライドレバー）

 前後位置調整
 （回転スライドレバー）

 リクライニング調整
 （リクライニングレバー）

 知識

■ 助手席回転チルトシートの前後スライド量について

回転開始位置から後方に90mm移動することができます。

■ 助手席回転チルトシートのリクライニング角度について

● 助手席回転チルトシートのリクライニング角度は標準車の助手席シートとは
異なります。

● 助手席回転チルトシートは車両前方にリクライニングしません。

■ 回転スライドレバーについて

助手席回転チルトシートがいちばん前に移動した状態で回転スライドレバーを操
作すると、シートが回転します。（→P.26)
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 警告

■ 助手席回転チルトシート調整について

● 助手席回転チルトシートが乗員や荷物にあたらないように注意してくださ
い。

● 背もたれにもたれかかったままリクライニング調整をしないでください。
 背もたれに力が加わっていると、レバー操作が重かったり、突然背もたれが
倒れるおそれがあります。

● 走行中は背もたれを必要以上に倒さな
いでください。

 事故のときに体がシートベルトの下に
もぐり、腹部などに強い圧迫を受ける
など生命にかかわる重大な傷害を受け
るおそれがあり危険です。

● 背もたれをもどすときは、背もたれを押さえながらリクライニングレバーを
操作してください。

 背もたれを押さえずにレバーを操作すると背もたれが急にもどり、けがをす
るおそれがあります。

● 調整後は、助手席回転チルトシートを前後左右にゆすり、シートが確実に固
定されているか確認してください。

 確実に固定されていないと、走行中にシートが動き、思わぬ事故の原因になっ
て重大な傷害を受けるおそれがあり危険です。

● 助手席ドアが閉まっている状態では回転スライドレバーで助手席回転チルト
シートの前後位置調整をしないでください。

 いちばん前に移動したときにシートが回転して助手席ドアにあたり、けがを
したりシートおよび助手席ドアを損傷するおそれがあります。
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 注意

■ 故障などを防ぐために

チルトボタン・回転スライドレバー・スライドレバーを同時に操作しないでく
ださい。
正しい位置に助手席回転チルトシートが移動しなくなるおそれがあります。
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ヘッドレスト
解除ボタンを押しながら操作しま
す。

 上げる
 下げる

解除ボタン

 知識

■ ヘッドレストを取りはずすときは

解除ボタンを押しながらヘッドレストを引
き上げます。

■ ヘッドレストを取り付けるときは

ヘッドレストを取り付け穴に合わせて、
ロック位置まで押し下げてください。
さらに下げるときは、解除ボタンを押しな
がら操作してください。

■ ヘッドレストの高さについて

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちばん
上のあたりになるように調整してくださ
い。
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 警告

■ ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

● ヘッドレストは、それぞれのシート専用のものを使用する

● ヘッドレストは正しい位置に調整する

● ヘッドレストを調整したあとは、ヘッドレストを押し下げて固定されている
ことを確認する

● ヘッドレストをはずしたまま走行しない
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助手席回転チルトシートの回転およびチルト操作は、アームレストを
いっぱいまで下げた状態で行います。

アームレスト

 上げる
 下げる

 知識

■ シートベルトの着用について

アームレストを上げた状態にすると、シートベルトの着用が容易になります。

 警告

■ シートベルトを着用するときは

シートベルトは腰部ベルトをアームレスト
の下に通して正しく着用してください。
アームレストにかかった状態で着用する
と、急ブレーキをかけたときや衝突したと
きなどにシートベルトが十分な効果を発揮
せず、重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。
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正しい乗車姿勢

 背もたれをいちばん起こした状
態で背もたれにもたれ、ヘッド
レストに頭をつけて座る

 アームレストを下げ、両腕をアー
ムレストの内側におく

 両ひざをそろえて助手席回転チ
ルトシートの内側に収まるよう
に座る

 足が助手席回転チルトシートと
ボデーのあいだに挟まれないよ
うにする
介助の方が足を支えてください。

次のように正しい姿勢で乗車してください。

 警告

■ 乗車のときは

● 助手席回転チルトシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方の
場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態でのシートの回転が困難にな
りますので、ご注意ください。

● 助手席回転チルトシート作動時、頭上や手足に注意してください。
 頭をドア開口部にあてたり、ひざや腕をインストルメントパネルやドア開口
部にあて、けがや思わぬ事故につながるおそれがあり危険です。

 （→P.10）
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 安全で平坦な場所に停車し、パー
キングブレーキをかけ、シフト
レバーをPの位置にする

 助手席回転チルトシートの周囲および作動範囲内に、人や荷物がない
ことを確認する

 助手席回転チルトシートのシートベルトをはずす
 助手席回転チルトシートの回転・
チルト操作をするときは、シー
トを次の状態に調整する

 ヘッドレストをいちばん下げ
た位置にする

 背もたれをいちばん起こした
位置にする

 アームレストをいちばん下げ
た位置にする

助手席回転チルトシートは、シートを車外に回転後、下にチルトさせる
ことができます。
操作はすべて介助の方が行ってください。
格納後はシートを前後左右にゆすり、確実に格納位置で固定されたこと
を確認してください。

助手席回転チルトシートの操作をするときは

助手席回転チルトシートを操作する前に

 車両が次の状態になっていることを確認する
･ グローブボックスのフタが閉まっていること
･ サンバイザーが格納してあること
・ 買い物フックに荷物がかかっていないこと
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 セカンドシートがタンブルされ
ているときは、助手席側セカン
ドシートを着座状態にする

 （→標準車取扱書の「セカンド
シート」）

 警告

■ 助手席回転チルトシートを操作する前に

● 助手席回転チルトシートに深く着座できない方、ひざや首が曲がらない方の
場合は、足や頭がボデーにあたり、座った状態でのシートの回転が困難にな
りますのでご注意ください。

● 必ず平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーをPの
位置にしてください。（→P.8）

 車いすや助手席回転チルトシートから転落するなど思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。

● 助手席回転チルトシートのシートベルトが確実にはずしてあること、および
シートベルトがアームレストに引っかかっていないことを確認してくださ
い。

 シートベルトがアームレストに引っかかったままシートを操作すると、シー
トベルトが体にかかってけがをしたり、シートが故障するおそれがあります。
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■ 助手席回転チルトシートを操作するときは

● 助手席回転チルトシート乗車の方の頭
上や手足に注意してください。

 頭をドア開口部にあてたり、ひざや腕
をインストルメントパネルやドア開口
部にあてるなど思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。（→P.10）

●● 助手席回転チルトシート作動時、シートの下および周辺に手足や荷物を入れ
ないでください。

 手足を挟まれけがをしたり、荷物や助手席回転チルトシートを損傷するおそ
れがあります。（→P.10）

● 助手席回転チルトシートを持って操作してください。
 シートの下に手を入れると、手を挟まれけがをするおそれがあります。

● 助手席回転チルトシートのチルトグリップを持って操作する場合、勢いよく
操作しないでください。

 ボデーと腕があたり、けがをするおそれがあります。

● 必ずアームレストをいちばん下げた位置で使用してください。
 乗車姿勢が不安定になったり、転落のおそれがあります。

● グローブボックスのフタを閉めてください。
 助手席回転チルトシート乗車の方の腕や足がフタにあたってけがをしたり、
フタが破損するおそれがあります。

● サンバイザーを格納してください。
 サンバイザーに頭やヘッドレストをあてるなど思わぬ事故につながるおそれ
があり危険です。

■ 強風時の助手席ドアについて

→P.11

■ チャイルドシートの装着禁止

→P.9

 警告
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 注意

■ 故障・破損などを防ぐために

● チルトボタン・回転スライドレバー・スライドレバーを同時に操作しないで
ください。

 正しい位置に助手席回転チルトシートが移動しなくなるおそれがあります。

● 助手席回転チルトシートを操作する前に、可動部周辺に障害物がないことを
確認してください。

 障害物とシートがあたり、破損するおそれがあります。

● 買い物フックに荷物がかかったまま、操作しないでください。
 助手席回転チルトシートと荷物があたり、破損するおそれがあります。

● 助手席側セカンドシートが折りたたまれた状態で、助手席回転チルトシート
を操作しないでください。

 助手席回転チルトシート回転時、助手席側セカンドシートにあたり、助手席
回転チルトシートおよび助手席側セカンドシートが損傷するおそれがありま
す。
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 助手席ドアを全開にする
 操作前に、次の状態を確認する
･ 助手席回転チルトシートに乗車している方が正しい乗車姿勢であること
 （→P.20）
・ 助手席回転チルトシートでシートベルトを着用していないこと
･ 助手席回転チルトシートの状態（→P.21）
･ 車両の状態（→P.21）
･ 助手席側セカンドシートの状態（→P.22）
･ 助手席側セカンドシート同乗者の安全

 回転スライドレバーを引き上げ
たままチルトグリップを持ち、
シートをいちばん前まで移動さ
せる

助手席回転チルトシートを車外に出すときは

回転スライド
レバー
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 助手席回転チルトシート乗車の
方の足を車外に出す
介助の方がシート乗車の方の足を外側
に出してください。

 助手席回転チルトシートを中間
ロック位置まで回転させる

 回転スライドレバーを引き上
げてロックを解除する
シートが動き始めたら、回転スラ
イドレバーから手を離します。

 チルトグリップを持ち、中間
ロック位置までシートを回転
させる
シートが回転完了位置でロックし
たことを確認します。

回転スライド
レバー
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 助手席回転チルトシートを下に
チルトさせる
・ チルトボタンを押しながらチルト
グリップを持ち、車外方向に引き
出します。

・ シートが動き始めたらチルトボタ
ンから手を離します。

・ 下にチルトが完了するとシートが
ロックし、シート乗車の方は立ち
上がりやすくなります。

 助手席回転チルトシートを回転
完了位置まで回転させる

 再度回転スライドレバーを引
き上げ、ロックを解除する
シートが動き始めたら、回転スラ
イドレバーから手を離します。

 チルトグリップを持ち、ロッ
クする位置まで回転させる
シートが回転完了位置でロックし
たことを確認します。

回転スライド
レバー

 助手席回転チルトシート乗車の方が背もたれにもたれ、ヘッドレスト
に頭をつけた状態で座っていることを確認する（→P.20）

チルトグリップ

チルトボタン
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 知識

■ 助手席回転チルトシートの回転操作について

● 助手席回転チルトシートの前後位置がいちばん前以外の位置では、シートを回
転させることはできません。

● 助手席回転チルトシートを回転させるときは、シート回転方向に力を加えた状
態で回転スライドレバーを引かないでください。回転スライドレバーおよび
シートの引っかかりが発生し、シートが回転させられません。

● 回転スライドレバーを操作したままだと助手席回転チルトシートがロックさ
れません。シートが動き始めたら、回転スライドレバーから手を離してくださ
い。

● 助手席回転チルトシートを車外に回転させるときは、左手を回転スライドレ
バーに添え、右手でチルトグリップを車両前方に押しながら回転させると操作
が容易になります。

● 人が乗った状態で助手席回転チルトシートを車外に出すとき、回転完了位置ま
で回転させる前にチルトボタンを押すと、シートを回転させている途中で下に
少しチルトすることがありますが、故障ではありません。そのままシートを回
転完了位置まで回転させ、下にチルトさせてください。

■ 助手席回転チルトシートのチルト操作について

● 助手席回転チルトシートが車外の回転完了位置まで回転していないと、シート
を下にチルトさせることができません。

● 助手席回転チルトシートが車外の回転完了位置より少し手前で下にチルトさ
せようとすると、シートが下にチルト可能であると同時に、回転スライドレ
バーを操作しなくてもシートが回転できてしまいますが、故障ではありませ
ん。万一、シートが下に少しチルトした状態でシートが回転してしまったとき
は、いったんチルトをもどし、シートを車外の回転完了位置まで回転させてか
ら、再度チルト操作をしてください。

● チルトボタンを押したままだと助手席回転チルトシートがロックされません。
シートが下にチルトし終わる前に、チルトボタンから手を離してください。

● チルトボタンをしっかり押さずに助手席回転チルトシートを下にチルトさせ
ると、シートが途中で停止することがあります。下にチルトをしている途中で
シートが停止したときはチルトボタンをしっかりと押し直し、チルト操作を続
けてください。
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 警告

■ 助手席回転チルトシートを車外に出す前に

● 必ず助手席側セカンドシートの同乗者の安全を確認してください。

● 必ず助手席ドアを全開にしてください。
 全開にしないと助手席回転チルトシート操作時、シート乗車の方の足が助手
席ドアと接触し、けがをするおそれがあります。（→P.8）

■ 助手席回転チルトシートを車外に出すときは

● 助手席回転チルトシートを勢いよく回転させたり傾けたりしないでください。
 助手席ドアやドア開口部などにシート乗車の方の頭や足があたり、けがをす
るおそれがあります。

● 回転スライドレバーとチルトボタンを同時に操作しないでください。
 チルトボタンを押したまま助手席回転チルトシートを回転させると、回転完
了後、シートが突然傾き、シートから転落するなど重大な傷害を受けるおそ
れがあり危険です。

● シートが動き始めたら回転スライドレバーから手を離し、中間ロック位置で
シート乗車の方の足を車外に出してください。

 足が車内に残ったままシートを回転させると、けがをするおそれがあります。

■ チルト操作時の乗車姿勢について

チルト操作時は助手席回転チルトシート乗車の方が背もたれにもたれ、頭を
ヘッドレストにつけていることを確認してください。（→P.20）

● シートから背中および頭が離れた状態でチルト操作をすると、頭をドア開口
部にあてたり、降車時、姿勢が不安定になり、転落するなど重大な傷害を受
けるおそれがあり危険です。

● シート前端に座っていると機構上、チルトボタンが固くて押せなくなります。
・ 正しい乗車姿勢で座ってください。
・ 正しい乗車姿勢で座ることが困難な場合は、チルトをもどす方向にチル
トグリップを押しながら、チルトボタンを押してください。

 この場合、シートが急に下にチルトし、シート乗車の方が転落するなど重
大な傷害を受けるおそれがありますので、操作時は十分注意してください。

 注意

■ 故障や損傷を防ぐために

助手席回転チルトシートを車外に出したまま放置しないでください。
特に炎天下・雨天・寒冷時などにおいて、カバー類の変形や凍結、錆び付きな
どのおそれがあります。
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 助手席回転チルトシートのチル
トをもどす
・ チルトボタンを押しながらチルト
グリップを持ち、車内方向に押し
込みます。

・ シートが動き始めたらチルトボタ
ンから手を離します。

・ チルトをもどし終わったら、シー
トを押し込み、確実にロックした
ことを確認します。

助手席回転チルトシートを車内にもどすときは
 助手席回転チルトシートが下にチルトした状態で確実にロックされて
いることを確認する
 操作前に、次の状態を確認する
･ 助手席ドアが全開になっていること
･ 助手席回転チルトシートの状態（→P.21）
･ 車両の状態（→P.21）
･ 助手席側セカンドシートの状態（→P.22）
･ 助手席側セカンドシート同乗者の安全

 助手席回転チルトシートに正しい乗車姿勢で座る（→P.20）
背もたれにもたれ、ヘッドレストに頭をつけた状態で座ります。

チルトグリップ

チルトボタン
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 助手席回転チルトシート乗車の
方の足を車内に入れる
介助の方がシート乗車の方の足を車内
に入れてください。

 助手席回転チルトシートを中間
ロック位置まで回転させる

 回転スライドレバーを引き上
げてロックを解除する
シートが動き始めたら、回転スラ
イドレバーから手を離します。

 チルトグリップを持ち、中間
ロック位置までシートを回転
させる

回転スライド
レバー
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 助手席回転チルトシートを車内
に回転させ、格納する

 回転スライドレバーを引き上
げてロックを解除する
シートが動き始めたら、回転スラ
イドレバーから手を離します。

 チルトグリップを持ち、格納
位置までシートを回転させる
シートを前後左右にゆすり、格納
位置で確実にロックしたことを確
認します。

回転スライド
レバー

 必要に応じて助手席回転チルトシートの調整（→P.14～ 19）をし、
走行前に必ずシートベルトを着用する（→P.11）
正しくシートベルトを着用していることを介助の方が確認してください。

 助手席ドアを閉める
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 知識

■ 助手席回転チルトシートのチルト操作について

● シート前端に座っているとチルトがもどしにくくなります。正しい乗車姿勢で
座ってください。

● チルトボタンを押したままだと助手席回転チルトシートがロックされません。
シートのチルトがもどりきる前に、チルトボタンから手を離してください。

● チルトボタンをしっかり押さずに助手席回転チルトシートのチルトをもどし
始めると、シートが途中で停止することがあります。チルトをもどす途中で
シートが停止したときはチルトボタンをしっかりと押し直し、チルト操作を続
けてください。

● 助手席回転チルトシートに人が乗っていない状態でチルトボタンを押すと
ゆっくりチルトがもどります。

■ 助手席回転チルトシートの回転操作について

● 助手席回転チルトシートはチルトをもどし終わり、ロックされた位置以外で
は、回転させることはできません。

● 助手席回転チルトシートを車内に回転させている途中で停止した場合、チルト
をもどし終わっていない可能性があります。チルトボタンを押し、チルトをも
どし終わるまでシートを押し込み、確実にロックさせてください。

 シートのチルトをもどせない場合、再度車外に回転させてからチルトをもどし
てください。

● 回転スライドレバーを操作したままだと助手席回転チルトシートがロックさ
れません。シートが動き始めたら、回転スライドレバーから手を離してくださ
い。

● 助手席回転チルトシートを車内に回転させるときは、左手を回転スライドレ
バーに添え、右手でチルトグリップを車両後方に引きながら回転させると操作
が容易になります。

■ 助手席回転チルトシートの前後位置調整について

助手席回転チルトシートが車内に完全に回転していないと、シートの前後位置調
整をすることができません。
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 警告

■ 助手席回転チルトシートを車内にもどす前に

● 必ず助手席側セカンドシートの同乗者
の安全を確認してください。

 助手席回転チルトシートを車内にもど
すとき、シートと車両のあいだに足を
挟まれるなど、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

● 必ず助手席ドアが全開になっていることを確認してください。
 全開になっていないと助手席回転チルトシート操作時、シート乗車の方の足
が助手席ドアと接触し、けがをするおそれがあります。（→P.8）

■ 助手席回転チルトシートを車内にもどすときは

● 助手席回転チルトシートのチルトをもどすときは、チルトボタンをしっかり
押してからシートのチルトをもどしてください。

 チルトをもどす方向に力を加えた状態だと、チルトボタンが固くて押せなく
なったり、突然チルトがもどり、思わぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

● 助手席回転チルトシートを勢いよく押し込んだり回転させたりしないでくだ
さい。

 シート乗車の方がドア開口部などにあたり、けがをするおそれがあります。

■ チルト操作時の乗車姿勢について

チルト操作時は助手席回転チルトシート乗車の方が背もたれにもたれ、頭を
ヘッドレストにつけていることを確認してください。(→ P.20)

■ 助手席回転チルトシートを車内にもどしたときは

→P.11

 注意

■ 故障や損傷を防ぐために

助手席回転チルトシートに乗車するときはゆっくりと座ってください。
飛び乗るなど勢いをつけて座ると、シートが故障したり、ドア開口部と干渉し
て損傷するおそれがあります。
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 助手席回転チルトシートをいちばん前までスライドさせる（→P.14）
 助手席回転チルトシートの背もたれをいちばん起こした位置にする
（→P.14）
以降の操作および運転席側セカンドシートは標準車と同様です。（→標準車取扱書
の「セカンドシート」）

助手席側セカンドシートをタンブルおよび着座状態にもどす前に、次の
ことを行ってください。

助手席側セカンドシートについて

助手席側セカンドシートをタンブルおよび着座状態にもどす前に

 注意

■ 破損を防ぐために

● シートの破損を防ぐため、次の状態のとき、助手席側セカンドシートのタン
ブル・着座状態にもどす操作をしないでください。
・ 助手席回転チルトシートが後方にスライドした状態
・ 助手席回転チルトシートが後方リクライニングした状態

● 助手席側セカンドシートタンブル時、助手席回転チルトシートの背もたれを
後方リクライニングするときは、助手席側セカンドシートにあたらないこと
を確認しながらゆっくりと行ってください。

 勢いよく後方リクライニングさせると助手席回転チルトシートおよび助手席
側セカンドシートが破損するおそれがあります。

 知識

■ 助手席回転スライドシートの後方リクライニングについて

助手席側セカンドシートタンブル後、助手席回転チルトシートの背もたれを後方
に少しだけリクライニングさせることができます。

● 助手席側セカンドシートにあたらないことを確認しながら、ゆっくりと操作し
てください。

● 助手席側セカンドシートを着座状態にもどすときは、必ず助手席回転チルト
シートの背もたれをいちばん起こした状態にもどしてから操作してください。
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AタイプとBタイプでは車いすの収納・固定方法が異なります。
お乗りのお車に該当するページを参照してください。

車いすの収納・固定前の準備

◆ Aタイプ：手動車いす用固定装置

→ P.38～ 49
 ラゲージルーム内に収納した車いすをベルトで固定できます。

◆ Bタイプ：手動車いす用固定装置・手動車いす用収納装置（電動式）

 安全で平坦な場所に停車し、パー
キングブレーキをかけ、シフト
レバーをPの位置にする
Bタイプにお乗りの方は、エンジンを
かけたまま〈ハイブリッドシステムを
作動状態のまま〉にしておきます。

→ P.38～ 42, 50～ 67
･ 手動車いす用収納装置は30kgまで吊り上げることができ、車いすのラゲー
ジルーム内への出し入れを補助します。

･ ラゲージルーム内に収納した車いすをベルトで固定できます。

車いすを出し入れする前に

 バックドアを全開にする
 サードシートを格納する（→標準車取扱書の「シートアレンジ」）
 セカンドシートの背もたれをいちばん起こした位置にする（→標準車
取扱書の「セカンドシート」）
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車いす固定ベルトが車両に取り付けられていない場合は、以下の手順で
取り付けてください。

 車いす固定ベルトをラゲージ
ルームから取り出す

 車いす固定ベルトA（1本）
 車いす固定ベルトB（2本）

車いす固定ベルトの車両への取付け

 助手席側セカンドシートを折りたたむ（→P.35, 標準車取扱書「セカ
ンドシート」）

 助手席側サードシートを引き起
こした状態にする（→標準車取
扱書「シートアレンジ」）
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 車いす固定ベルトBを取り付け
る

 車いす固定ベルトBのリング
部をデッキフックに通す

 車いす固定ベルトBをリング
部に通して引っ張り、確実に
取り付ける
バックルが上側を向いていること
を確認します。（バックルが下側を
向いている場合は、車いす固定ベ
ルトの取り付けをやり直してくだ
さい）

デッキフック

リング部

バックル（上向き）

車いす固定ベルトＢ

 車いす固定ベルトAを助手席側
サードシート脚部に取り付ける

 車いす固定ベルトAのリング
部をサードシート脚部に通す

 車いす固定ベルトAをリング
部に通して引っ張り、確実に
取り付ける
バックルが上側を向いていること
を確認します。（バックルが下側を
向いている場合は、車いす固定ベ
ルトの取り付けをやり直してくだ
さい）

 助手席側サードシートを格納する（→標準車取扱書「シートアレンジ」）
 助手席側セカンドシートを着座状態にもどす（→標準車取扱書「セカン
ドシート」）

車いす固定ベルトA

リング部

サードシート脚部

バックル（上向き）
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 知識

■ 収納可能な車いすのサイズ

収納可能な車いすは下表のサイズのものになります。

全高 全長 折りたたみ幅 重量※

800mm
以下

1000mm
以下

350mm
以下

30kg
以下

■ バックドアについて

全開にしないと、車いす収納時、バックドアと車いすがあたり、車いすの収納が
困難になります。

■ サードシートについて（Bタイプ）

サードシートを格納およびもどす操作をするときは、手動車いす用収納装置の
アームをラゲージルーム外に回転させると、サードシートが操作しやすくなりま
す。（→P.51）

■ 乗車人数について

車いすを収納・固定するとき、サードシートを格納状態にするため、乗車人数が
次のようになります。

FF車 ...............................................  5 名
4WD車  ......................................... 4 名

※： 重量は手動車いす用収納装置での吊り上げが可能な重さです。
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 注意

■ 損傷を防ぐために

車いすを収納する前にラゲージルーム内に荷物がないことを確認してくださ
い。
車いすの収納が困難になるばかりでなく、荷物や車いすを損傷するおそれがあ
ります。

■ バッテリー〈補機バッテリー〉あがりを防ぐために（Bタイプ）

手動車いす用収納装置の操作をするときは、エンジンをかけて〈ハイブリッド
システムを作動状態にして〉おいてください。
エンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止した状態で操作すると、バッテリー
〈補機バッテリー〉あがりの原因になります。

■ ヒューズ切れを防ぐために（Bタイプ）

手動車いす用収納装置の操作をするときは、運転席側パワーウインドウの操作
をしないでください。
手動車いす用収納装置のヒューズは運転席側パワーウインドウのヒューズと共
用しているため、同時に操作するとヒューズが切れるおそれがあります。

 警告

■ 車いすを収納・固定するときは

● 必ず平坦な場所でパーキングブレーキを確実にかけ、シフトレバーをPの
位置にしてください。（→P.8）

 車いすが傾いて体や車両にあたるなど、思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

● セカンドシートの背もたれを起こすときは、背もたれを押さえながらリクラ
イニングレバーを引いてください。

 背もたれを押さえずにレバーを操作すると背もたれが急にもどり、けがをす
るおそれがあります。
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車いすをラゲージルーム内に入れるときは

車いすを収納するときは次のように行ってください。

収納のしかた（Aタイプ）

 ガードマットの面ファスナーを
ラゲージルーム床面に貼り付け
る
車いす収納時、バンパーの傷付きを防
止します。

面ファスナー

 車いす固定ベルトをゆるめて、
ラゲージルーム内中央に何も置
かれていない状態にします。
 すべての車いす固定ベルトの
バックルのレバーを引き上げ
て車いす固定ベルトをゆる
め、十分にのばす

 車いす固定ベルトをラゲージ
ルームのすみによけておく

レバー
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 車いすのブレーキを両輪ともか
け、車いすを折りたたんだ状態
で収納する
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 ガードマットをラゲージルーム内に収納する
 ガードマットは、面ファスナーをラゲージルーム床面に貼り付けたまま収納するか、
取りはずしてください。

 バックドアを閉める
 バックドアを閉めるときは、車いすなどを挟み込まないことおよび手動車いす
用収納装置がバックドアにあたらないことを確認しながら、ゆっくりと閉めて
ください。

固定後、走行する前に

車いす固定ベルトのフックを次の場所を目安に引っかけます。

 車いす固定ベルトのフックを車
いす後輪のハンドリムに引っか
ける（3本とも）

 車いす固定ベルトの調整側ベル
トを引っ張り、車いすを確実に
固定する（3本とも）

調整側ベルト

車いすの固定のしかた
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 知識

■ 車いす固定ベルトについて

車いすを収納するときは、車いす固定ベルトをラゲージルーム内中央に放置して
おかないでください。車いす収納時、車いすの下敷きになり、車いす固定ベルト
の操作が困難になります。

■ 車いすについて

ハンドル、ステップが折りたためる車いすをお使いの場合、それらを折りたたむ
ことにより車いすの収納が容易になります。

 警告

■ 車いすを収納するときは

手などを挟んだり、車いすや車両に体があたらないように注意してください。

■ 車いすを固定したときは

固定後、車いすを前後左右にゆすり確実に固定されていることを確認してくだ
さい。
急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに車いすが車室内にとび込み、重
大な事故につながるおそれがあり危険です。

 注意

■ 車いすを固定するときは

● 固定後、車いすを前後左右にゆすり、確実に固定されていることを確認して
ください。
･ バックドアを閉めるとき、バックドアと車いすがあたるおそれがあります。
･ 走行中に車いすがセカンドシートやバックドアなどにあたり、車いすや
車両を損傷するおそれがあります。

● 車いす固定ベルトにねじれがないこと、鋭利な角部にあたっていないことを
確認してください。

 車いす固定ベルトを正しくかけないと、車いす固定ベルトが切れるおそれが
あります。

● バックドアはゆっくりと閉めてください。
 バックドアを勢いよく閉めると、車いすや手動車いす用収納装置がバックド
アなどにあたり、損傷するおそれがあります。

● 車いす固定後、セカンドシートを操作するときは、固定した車いすにあてないよ
うに注意してください。セカンドシートや車いすが損傷するおそれがあります。
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車いすをラゲージルーム外に出すときは

車いすをラゲージルーム外に出すときは次のように行ってください。

ラゲージルーム外への出しかた（Aタイプ）

 ガードマットの面ファスナーを
ラゲージルーム床面に貼り付け
る
車いす収納時、バンパーの傷付きを防
止します。

面ファスナー

 車いす固定ベルトのバックルの
レバーを引き上げ、車いす固定
ベルトをゆるめる（3本とも）

レバー

車いす固定
ベルト

 車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトのフックを車いすから取
りはずす（3本とも）

 車いすをラゲージルーム外に出す
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 車いす固定ベルトがラゲージルーム外に出ないようにします。
 すべての車いす固定ベルトの
フックをそれぞれ引っかける

 調整側ベルトを引っ張り、
フックが走行中にはずれない
ようにする

調整側ベルト

 ガードマットをラゲージルーム内に収納する
 バックドアを閉める
バックドアを閉めるときは、固定ベルトなどを挟み込まないことを確認しながら、
ゆっくりと閉めてください。

 知識

■ 車いすを収納・固定しないときは

車いすを収納・固定しないときは、車いす固定ベルトをバックドアに挟んだりし
ないようにするため、車いす固定ベルトのフックをそれぞれ引っかけてください。
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 注意

■ サードシートを格納状態から着座状態にもどすときは

車いす固定ベルトが床面ロック部にかかっ
ていないことを確認してください。
車いす固定ベルトの切断およびロック部の
破損のおそれがあります。
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 安全で平坦な場所にエンジンをかけたまま〈ハイブリッドシステムを
作動状態のまま〉停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトレバー
をPの位置にあることを確認する（→P.38）

 ガードマットの面ファスナーを
ラゲージルーム床面に貼り付け
る
車いす収納時、バンパーの傷付きを防
止します。

手動車いす用収納装置は30kgまでの車いすを吊り上げることができ、
車いすのラゲージルームへの出し入れを補助します。

収納のしかた（B タイプ）

面ファスナー

車いすをラゲージルーム内に入れるときは
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 アームを回転させる
 回転ロックハンドルを左にま
わし、アームの回転ロックを
解除する
回転ロックハンドルはまわし過ぎ
ないようにしてください。（まわし
過ぎると回転ポストからはずれま
す）

 アームをラゲージルーム外に
いっぱいまで回転させる

回転ロック
ハンドル

アーム

手動車いす用収納装置（電動式）のセットのしかた

 アームを起こす
 アームを少し押し下げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する

 アームを起こす
アームをいっぱいまで起こすと“カ
チン”と音がして自動的にロック
されます。

アームロック
解除レバー
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ラゲージルーム内中央に何も置かれていない状態にします。

 すべての車いす固定ベルトの
バックルのレバーを引き上げて
車いす固定ベルトをゆるめ、十
分にのばす

 車いす固定ベルトをラゲージ
ルームのすみによけておく

レバー

車いすをラゲージルーム内に収納・固定するときは
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 車いすを折りたたみ、車いすの
前輪を車両左側にして、後輪の
ブレーキを両輪ともかける
･ 車いすのブレーキのかけ方、折りた
たみ方については、お使いの車いす
の取扱説明書を参照してください。

･ 「収納可能な車いすのサイズ」を確
認してください。（→P.41）

 操作スイッチを下に押し続け、
車いすに吊りベルトがかけられ
る長さまで、吊りベルトを引き
出す
･ 十分な長さまで吊りベルトを引き出
したら、スイッチから指を離してく
ださい。

･ 吊りベルトは引き出しすぎないでく
ださい。（→P.57）

操作スイッチ

吊りベルト

車いすの吊り上げ・収納のしかた

 吊りベルトを車いすにセットす
る
車いすの前後のバランスがとりやすく
なるように、吊りベルトをアームレス
トに通し、吊りベルトにフックを引っ
かけます。

 操作スイッチを上に押し続け、
吊りベルトを巻き上げ、車いす
を吊り上げる
車いすに手を添えて吊り上げてくださ
い。
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 車いすをラゲージルーム奥側の
床面に押し込む
 車いすの車輪をラゲージルー
ム床面に降ろし、十分な長さ
まで吊りベルトを引き出す

･ 操作スイッチを下に押して、吊りベ
ルトを引き出してください。

･ 車いすに手を添えながら降ろしてく
ださい。

 車いすを押し込む
吊りベルトの長さが足りない場合
は、さらに操作スイッチを下に押
して、吊りベルトを引き出してく
ださい。

 車いすをアームごとラゲージ
ルーム内に回転・収納する

 車いすの前輪側をラゲージ
ルーム内に入れ、アームを
いっぱいまで回転させる

 車いすを右に回転させ、後輪
側をラゲージルーム内に入れ
る
車いすの向きは、吊り上げ前の状
態から反転して収納します。
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 吊りベルトを車いすのアームレストからはずす
 操作スイッチを上に押し続け、吊りベルトをいっぱいまで巻き上げる

車いす固定ベルトを使用して車いすを固定します。
ベルトのフックは次の場所を目安に引っかけてください。

 車いす固定ベルトのフックを車
いす後輪のハンドリムに引っか
ける（3本とも）

 車いす固定ベルトの調整側ベル
トを引っ張り、車いすを確実に
固定する（3本とも）

調整側ベルト

車いすの固定のしかた

 車いすを手前に倒しながら、吊
りベルトを引き出し、横置きに
収納する
･ 操作スイッチを下に押して、吊りベ
ルトを引き出してください。

･ 車いすの車輪側がラゲージルームの
奥になるように収納してください。

･ 車いすに手を添えながら手前に倒し
てください。
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 アームをたたむ
 アームを少し持ち上げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する

 アームをたたむ
アームをいっぱいまでたたむと“カ
チン”と音がして自動的にロック
されます。

アームロック
解除レバー

手動車いす用収納装置（電動式）の格納のしかた

 アームを固定する
 アームを▲マークが合う位置
までラゲージルーム内に回転
させる

 回転ロックハンドルを右にま
わし、アームの回転をロック
させる

▲マーク

回転ロック
ハンドル

アーム
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 ガードマットをラゲージルーム内に収納する
 ガードマットは、面ファスナーをラゲージルーム床面に貼り付けたまま収納するか、
取りはずしてください。

 バックドアを閉める
･ バックドアを閉めるときは、車いすなどを挟み込まないことおよび手動車いす用
収納装置がバックドアにあたらないことを確認しながら、ゆっ
くりと閉めてください。

･ ただちに走行しないときはエンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止します。

固定後、走行する前に

 知識

■ 車いす固定ベルトについて

→P.46

■ 車いすについて

→P.46

■ 吊りベルトの引き出し目安について

フックが地面に到達する直前まで吊り
ベルトを引き出すと、吊りベルトを車
いすにセットする操作が容易になりま
す。ただし、赤色テープが出てきたら、
それ以上操作スイッチを下に押し続け
ないでください。操作スイッチを下に
押しても吊りベルトが巻き上がる場
合、「吊りベルトの出・入が逆の作動
をしたときは」の操作をしてください。
（→P.74)
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 知識

■ 吊りベルトが引き出しにくいときは

操作スイッチを下に押したままフックを持って吊りベルトを下に引くと、吊りベ
ルトが容易に引き出せます。

 警告

■ 手動車いす用収納装置を使用するときは

● 吊りベルトを車いすのアームレストにセットする位置は、できるだけ車いす
の前後のバランスがとれる位置にしてください。

 前後のバランスがとれていないと、吊り上げるとき、車いすの姿勢が不安定
になり、車いすが体にあたるなど思わぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。

● アームの起立・格納をするときは、可動
部付近に手をふれないでください。

 手を挟み、けがをするおそれがあります。

■ 車いすを収納するときは

車いすを収納するときは、手などを挟んだり、車いすや車両に体があたらない
ように注意してください。

● 車いすに手を添えるとき、車いすのアー
ムレスト部に指を挟まないように注意
してください。

● アームとバックドア開口部で手を挟ま
ないように注意してください。

■ 車いすを固定したときは
→P.46



593-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・ 

収
納
装
置
（
電
動
式
）

 注意

■ 手動車いす用収納装置を使用するときは

● アームの起立・格納をするときは、アームを持ちながらゆっくりと行ってく
ださい。また、アームを起こしたときは、確実にロックしたことを確認して
から手を離してください。

● 手動車いす用収納装置で車いす以外のものを吊り上げないでください。
 吊り上げたものが落下して車両を損傷したり、手動車いす用収納装置が故障
するおそれがあります。

● 車いすを吊り上げる際、「収納可能な車いすのサイズ」を確認してください。
（→P.41）
 手動車いす用収納装置の故障および車いすの収納・固定が困難になり、車両
を傷付けるおそれがあります。

● 車いすを吊り上げる際、吊りベルトがふれる部位に吊りベルトが傷付くよう
な鋭利な突起物などがないことを確認してください。

 吊りベルトが損傷するおそれがあります。

● 手動車いす用収納装置を固定後、アームを前後左右にゆすり、確実に固定さ
れていることを確認してください。

 ▲マークが合う位置で確実にアームを固定しないと、走行中、アームが動き、
車いすや車両などを損傷するおそれがあります。

● 吊りベルトを車いすのアームレストにセットする位置は、できるだけ車いす
の前後のバランスがとれる位置にしてください。

 前後のバランスがとれていないと、吊り上げるとき、車いすの姿勢が不安定
になり、車いすや車両を傷付けるおそれがあります。

● 車いすを収納する前に、必ずバックドアが全開になっていることを確認して
ください。

 全開になっていないと、車いす収納時、バックドアとアームがあたり、損傷
するおそれがあります。

■ 車いすを固定するときは

→P.46



60 3-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

 ガードマットの面ファスナーを
ラゲージルーム床面に貼り付け
る

 車いす収納時、バンパーの傷付きを防
止します。

車いすをラゲージルーム外に出すときは

車いすをラゲージルーム外に出すときは次のように行ってください。

ラゲージルーム外への出しかた（Bタイプ）

 安全で平坦な場所にエンジンをかけたまま〈ハイブリッドシステムを
作動状態のまま〉停車し、パーキングブレーキをかけ、シフトレバー
をP の位置にあることを確認する（→ P.38）

面ファスナー



613-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・ 

収
納
装
置
（
電
動
式
）

 アームを回転させる
 回転ロックハンドルを左にま
わし、アームの回転ロックを
解除する
回転ロックハンドルはまわし過ぎ
ないようにしてください。（まわし
過ぎると回転ポストからはずれま
す）

 アームをラゲージルーム外に
いっぱいまで回転させる

回転ロック
ハンドル

アーム

手動車いす用収納装置（電動式）のセットのしかた

 アームを起こす
 アームを少し押し下げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する

 アームを起こす
アームをいっぱいまで起こすと“カ
チン”と音がして自動的にロック
されます。

アームロック
解除レバー



62 3-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

 車いす固定ベルトのバックルの
レバーを引き上げ、車いす固定
ベルトをゆるめる（3本とも）

レバー

車いす固定
ベルト

 車いすを手で支えながら、車いす固定ベルトのフックを車いすから取
りはずす（3本とも）

車いすの解除のしかた



633-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・ 

収
納
装
置
（
電
動
式
）

 アームをトランク内に回転させ
る

アーム

車いすの吊り上げ・トランク外への出しかた

 吊りベルトを車いすにセットす
る
車いすの前後のバランスがとりやすく
なるように、吊りベルトをアームレス
トに通し、吊りベルトにフックを引っ
かけます。

 操作スイッチを上に押し続け、
吊りベルトを巻き上げ、車いす
を吊り上げる
車いすに手を添えて吊り上げてくださ
い。

 操作スイッチを下に押し続け、
車いすに吊りベルトがかけられ
る長さまで、吊りベルトを引き
出す
･ 十分な長さまで吊りベルトを引き出
したら、スイッチから指を離してく
ださい。

･ 吊りベルトは引き出しすぎないでく
ださい。（→P.57）

操作スイッチ

吊りベルト



64 3-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

 操作スイッチを下に押し続け、
車いすの車輪が地面に降りる長
さまで吊りベルトを引き出す
･ 車いすに手を添えながら降ろしてく
ださい。

･ 車いすの車輪が地面に降りたら、ス
イッチから指を離してください。

･ 吊りベルトは引き出しすぎないでく
ださい。（→ P. 57）

 吊りベルトを車いすからはずす
 操作スイッチを上に押し続け、
吊りベルトをいっぱいまで巻き
上げる

 車いすをアームごとラゲージ
ルーム外にいっぱいまで回転す
る

操作スイッチ

吊りベルト



653-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・ 

収
納
装
置
（
電
動
式
）

車いす固定ベルトがラゲージルーム外に出ないようにします。

 すべての車いす固定ベルトの
フックをそれぞれ引っかける

 調整側ベルトを引っ張り、フッ
クが走行中にはずれないように
する

調整側ベルト

車いすをラゲージルーム内に収納・固定しないときは



66 3-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

 アームをたたむ
 アームを少し持ち上げながら
アームロック解除レバーを押
さえてロックを解除する

 アームをたたむ
アームをいっぱいまでたたむと“カ
チン”と音がして自動的にロック
されます。

アームロック
解除レバー

手動車いす用収納装置（電動式）の格納のしかた

 アームを固定する
 アームを▲マークが合う位置
までラゲージルーム内に回転
させる

 回転ロックハンドルを右にま
わし、アームの回転をロック
させる

▲マーク

回転ロック
ハンドル

アーム



673-3. 車いすの収納・固定（B タイプ）

3

手
動
車
い
す
用
固
定
装
置
・ 

収
納
装
置
（
電
動
式
）

 警告

■ 手動車いす用収納装置を使用するときは

→P.58

 注意

■ 手動車いす用収納装置を使用するときは

→P.59

 ガードマットをラゲージルーム内に収納する
 バックドアを閉める
 ただちに走行しないときはエンジン〈ハイブリッドシステム〉を停止
する

走行する前に

 知識

■ 車いすを収納・固定しないときは

→P.48

■ サードシートを格納状態から着座状態にもどすときは

→P.49

■ 吊りベルトが引き出しにくいときは

→P.58



68 3-4. ラゲージルーム内装備

デッキアンダートレイを使用するときやパンクしたときなど、デッキ
ボードを開閉するときは、次のように行ってください。
デッキボードの取り扱いについては、標準車取扱書の「ラゲージルー
ム内装備」を併せて参照してください。

デッキボードを開閉するときは

デッキボードを開閉する前に

 デッキボードを開閉する
デッキボードを取りはずすときは、回転ポストにあたらないように取りはずします。

 車いすがラゲージルーム内に収納・固定されているときは、車いすの
固定を解除し、車いすをラゲージルーム外に出す（→P.47, 60）

 車いす固定ベルトをラゲージルームのすみによけておく（→P.43, 52）

 手動車いす用収納装置のアーム
をラゲージルーム外にいっぱい
まで回転させる（→P.51）

アーム

デッキボード

デッキボードを開閉するときは（Bタイプ）



万一の場合には
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70 4-1. パンクしたときは

 回転ポスト下部カバーの面ファ
スナーをはがし、デッキアンダー
トレイを取りはずす
取り付けるときは逆の手順で行いま
す。

 デッキボードを取りはずす（→P.68）

デッキアンダートレイを取りはずすときは

応急用タイヤの取り出し（Bタイプ）

応急用タイヤを取り出す際、デッキアンダートレイを取りはずすときは、
次のように行います。
応急用タイヤの取り扱いについては、標準車取扱書の「パンクしたと
きは」を併せて参照してください。

カバー

面ファスナー

デッキアンダー
トレイ



714-2. 故障かな？とお考えになる前に

4

万
一
の
場
合
に
は

ヒューズの交換（B タイプ）

手動車いす用収納装置の操作スイッチを操作しても、吊りベルトの巻き
上げ・引き出しができないときは、ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズが切れたときは、必ず規定容量のヒューズと交換してくださ
い。

ヒューズ

ヒューズ位置

■ 助手席側ヒューズボックス
助手席側ヒューズの点検・交換方法については、標準車取扱書の
「ヒューズの点検・交換」をお読みください。

アンペア数 使用装置

20A 手動車いす用収納装置

ヒューズ名称

DOOR D



72 4-2. 故障かな？とお考えになる前に

 警告

■ 車の故障や火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと車の故障や火災、けがをするおそれがあります。

● 規定容量以外のヒューズまたはヒューズ以外のものを使用しない

● 必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を使用する

● ヒューズやヒューズボックスを改造しない

 注意

■ ヒューズ切れを防ぐために

→P.42

 知識

■ ヒューズを交換したあとは

次の場合はトヨタ販売店で点検を受けてください。

● 交換しても再びヒューズが切れるとき

● 交換しても手動車いす用収納装置の吊りベルトの巻き上げ・引き出しができな
いとき



734-2. 故障かな？とお考えになる前に

4

万
一
の
場
合
に
は

回転スライドレバー・チルトボタンの確認

● 助手席回転チルトシートの回転スライドレバーおよびチルトボタン操
作時、引っかかりなどがなく正常に操作できることを確認してくださ
い。

● 複数のレバー・ボタンを同時に操作していないことを確認してくださ
い。（→P.24）

助手席回転チルトシートの確認

● 助手席回転チルトシートが回転しないときは、次のことを確認してく
ださい。

 ・ 助手席側セカンドシートが折りたたまれてない（→P.22）
 ・ 車外に出すとき：シートがいちばん前まで移動している（→P.25）
 ・ 車内にもどすとき：シートのチルトをもどし終わっている（→P.30）
● 助手席回転チルトシートが下にチルトしないときは、シートが車外に
回転完了していることを確認してください。（→P.27）

● 助手席回転チルトシートが前後スライドしないときは、シートが車内
に完全に回転していることを確認してください。（→P.32）

次の処置をしてください。

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてください。
修理が完了するまで、絶対に助手席回転チルトシートを使用しないでく
ださい。

■ 車内に入った状態で動かない場合
そのままトヨタ販売店で点検を受けてください。

■ 車外に出た状態で動かない場合
P.75 以降の要領で助手席回転チルトシートを車内にもどし、そのま
まトヨタ販売店で点検を受けてください。

助手席回転チルトシートが動かないときは

回転スライドレバー・チルトボタンおよび助手席回転チルトシートの確
認をしても動かない場合



74 4-2. 故障かな？とお考えになる前に

吊りベルトの出・入が逆の作動をしたときは

吊りベルトを引き出すとき、赤色テープが出てきたあとも、さらに操作
スイッチを下に押し続けると、その後、吊りベルトが巻き上がり始めます。
（操作スイッチを上に押し続けると、吊りベルトが引き出されます）

■ 正常作動へのもどし方
 操作スイッチを上に押し続け、
一度吊りベルトを出しきる
吊りベルトが巻き上がり始めたら、正
常な状態になります。
（スイッチ操作方向と吊りベルトの動
く方向が同じになったら正常です）

赤色テープ

手動車いす用収納装置（電動式）が動かないときは（Bタイプ）

ヒューズの点検・交換

ヒューズの点検・交換をしても動かない場合

ヒューズを点検・交換してください。（→P.71）

トヨタ販売店で点検を受けてください。

次の処置をしてください。



754-3. 緊急時の対処法

4

万
一
の
場
合
に
は

助手席回転チルトシートが車外に出た状態で動かないときは

回転スライドレバーおよびチルトボタンを操作しても助手席回転チルト
シートが動かない場合は、トヨタ販売店で点検を受けてください。

使用工具について

助手席回転チルトシートを車内にもどす前に

この項目の操作をするときは、ホ
イールナットレンチを使用します。
（ホイールナットレンチの搭載位置
→標準車取扱書の「パンクしたと
きは」）

操作前に、次の状態を確認してください。
● 助手席ドアが全開になっていること
● セカンドシートに乗員がいないこと
● 助手席側セカンドシートが折りたたまれていないこと
● グローブボックスのフタが閉まっていること
● 買い物フックに荷物がかかっていないこと
● 助手席回転チルトシートの下および周辺に荷物などが置かれていない
こと

ホイールナットレンチ

● 万一、助手席回転チルトシートのチルトがもどせなくなったときや回
転スライドレバーが引けなくなったときは、助手席ドアを閉めること
ができません。この項目に記載されている要領で車内に格納してくだ
さい。

● 助手席回転チルトシートに座っている乗員がいる場合は、乗員を安全
な場所に移動させてから作業を行ってください。



76 4-3. 緊急時の対処法

助手席回転チルトシートのチルトがもどせなくなったとき

 助手席回転チルトシート左後部
のクリップ 2本を取りはずし、
マットをめくる

クリップ

マット

 助手席回転チルトシートを支え
ながら、ホイールナットレンチ
でピンを押し、チルト用ロック
を解除する
助手席回転チルトシートのチルトがも
どり始めたら、ホイールナットレンチ
を引き抜きます。

ホイールナットレンチ

チルト用ロック

ピン



774-3. 緊急時の対処法

4

万
一
の
場
合
に
は

助手席回転チルトシートのチルトはもどせるが回転スライドレバーが引
けなくなったとき

 助手席回転チルトシート左後部のクリップ2本を取りはずし、マット
をめくる（→P.76）

 ホイールナットレンチで助手席
回転チルトシートの回転用ロッ
クを押しながら、シートを中間
ロック位置まで回転させる
 助手席回転チルトシート下部
とスライドパネルのすき間か
ら、右側のボルトを目印に、
基準線※に対して約 30°～
40°方向にホイールナット
レンチを挿し込む
※基準線：助手席回転チルトシート
に対して垂直方向の線

 回転用ロックを反時計まわり
の方向に押しながら、助手席
回転チルトシートを回転させ
る
・ 回転が始まったら、ホイール
ナットレンチを引き抜きます。

・ 回転用ロックの先端部は黄色に
ペイントされています。

 の方法で再度ホイールナットレンチで回転用ロックを解除しなが
ら、助手席回転チルトシートをさらに車内に回転させる

操作前に助手席回転チルトシートのチルトをもどし終わっていることを
確認してください。
確実にチルトをもどし終わっていないと、回転操作ができません。

黄色
ペイント部

ホイール
ナットレンチ 30°～40°

回転用ロック

※基準線



78 4-3. 緊急時の対処法

 知識

■ 回転用ロックについて

ホイールナットレンチで回転用ロックを反時計まわりの方向に押しながら、助手
席回転チルトシートを回転させてください。シートの回転が始まる前にホイール
ナットレンチを引き抜くと、シートを回転させることができません。

■ 紛失を防ぐために

取りはずした部品は袋に入れるなどして、紛失しないようにしてください。

 警告

■ 修理が完了するまでは

助手席回転チルトシートに座らないでください。

■ この項目の操作をするときは

● 助手席回転チルトシート格納スペース
に手や足を入れないでください。

 シート可動部などで手や足などを挟み、
けがをするおそれがあります。

● 工具を使用したあとは、所定の場所に確実に保管してください。
 車室内などに放置すると、急ブレーキをかけたときや衝突したときなどに、
工具が飛んできて乗員にあたるなど、重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

 注意

■ 破損・損傷を防ぐために

● 助手席回転チルトシートを車内にもどすときは、次のことをお守りください。
お守りいただかないとシートやものが破損・損傷するおそれがあります。
・ グローブボックスのフタを閉める
・ 買い物フックに荷物がかかった状態で操作しない
・ シートの下および周辺に荷物などが置かれた状態で操作しない

● ホイールナットレンチを使用して助手席回転チルトシートのチルトをもどす
ときは、シートを支えながらロックを解除し、シートのチルトがもどり始め
たらすみやかにホイールナットレンチを引き抜いてください。

 シートにホイールナットレンチが挟まれ、損傷するおそれがあります。
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故障を減らして長く大切に使うために、定期点検整備をお願いします。
点検結果を記録する際には、巻末の記録簿をA4サイズにコピーして使
用してください。

定期点検整備

※：空欄については点検および交換の必要はありません。

点検整備項目

点検時期

自家用車

備考

日

常

点

検

12
か
月
ご
と

24
か
月
ご
と

交

換

時

期

（年）

レバーおよびボタンの操作

シートロック状態

インターロックの状態

助
手
席
回
転
チ
ル
ト
シ
ー
ト

手
動
車
い
す
用
収
納
装
置

回転スライドレバー

チルトロック

チルト防止インター
ロック

スライドレバー

回転ロック

チルトボタン

スライドロック

回転防止インター
ロック

操作スイッチの作動状態

収納装置取付部

吊りベルトの傷・ほつれ

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

引っかかりがないこと

著しいガタがないこと

車外に回転完了状態以外で
は、チルトできないこと

引っかかりがないこと

著しいガタがないこと

引っかかりがないこと

著しいガタがないこと

チルト状態では、回転できな
いこと

ゆるみ・ガタ・損傷がない
こと

傷・ほつれが始まったら交
換
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こんなときは（症状別さくいん）

助手席回転チルトシートについて

お困りの際は、トヨタ販売店にご連絡いただく前にまず次のことを確認
してください。

● 助手席回転チルトシートが車外に回転完了位置まで回転させる前にチ
ルトボタンを押していませんか？（→P.28）

助手席回転チルトシートを車外に回転させている途中でチルトが下
がった

● 助手席側セカンドシートが折りたたまれていませんか？（→P.22）
● 助手席回転チルトシートの前後位置がいちばん前ですか？
 （→P.25, 28）
● 助手席回転チルトシート回転時の手の位置・力のかけ方は合っていま
すか？（→P.28, 33）

● 助手席回転チルトシートのチルトをもどし終わっていますか？
 （→P.30, 33）

助手席回転チルトシートが回転できない・途中で停止する

● 回転スライドレバーを操作したまま助手席回転チルトシートを回転さ
せていませんか？（→P.28, 33）

● 助手席回転チルトシートのチルトが完了する前にチルトボタンから指
を離しましたか？（→P.28, 33）

助手席回転チルトシートがロックしない

● 助手席回転チルトシートが回転完了位置でロックされていますか？
 （→P.27, 28）
● 助手席回転チルトシートが下にチルトし始めてすぐに、チルトボタン
から指を離していませんか？（→P.28）

● 助手席回転チルトシートのチルトをもどし終わる前に車内に回転させ
ていませんか？（→P.33）

助手席回転チルトシートがチルトできない・途中で停止する
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● シート回転方向に力を加えた状態で回転スライドレバーを引いていま
せんか？（→P.28）

● 助手席回転チルトシートのチルトをもどす方向に力を加えた状態でチ
ルトボタンを押していませんか？（→P.34）

● 助手席回転チルトシートの前端に座っていませんか？（→P.29）

回転スライドレバー・チルトボタンが固くて操作できない

● 車外の回転完了位置より少し手前で、助手席回転チルトシートを下に
チルトさせていませんか？（→P.28）

助手席回転チルトシートを下にチルトさせたとき、同時にシートが
回転してしまう

手動車いす用収納装置（電動式）について（B タイプ）

● ヒューズが切れていませんか？（→ P.71）

手動車いす用収納装置（電動式）が動かない

● 吊りベルトを引き出しすぎていませんか？（→ P.74）

吊りベルトの出・入が逆の動きをした
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五十音順さくいん

あ
アームレスト ................................... 19
安全なドライブのために
車いす・手動車いす用収納装置
（Bタイプ）の固定について... 12
助手席回転チルトシートに
ついて .......................................... 8

か
ガードマット ...........43, 47, 50, 60
回転スライドレバー ................ 25, 31

く
車いす
解除のしかた ...................... 47, 62
固定のしかた ...................... 45, 55
収納可能なサイズ ...................... 41
収納・固定前の準備 .................. 38
収納のしかた ...................... 43, 50
ラゲージルーム外への
出しかた ........................... 47, 60
ラゲージルーム内に収納・固定
しないときは ................... 48, 65
ラゲージルーム内に収納・固定
するときは ....................... 43, 52

車いす固定ベルト
車両への取付け .......................... 39

こ
故障かな？とお考えになる前に
手動車いす用収納装置
（電動式）が動かないときは
（Bタイプ） ............................... 74

し

さ

収納可能な車いすのサイズ ............ 41
手動車いす用固定装置 
解除のしかた ...................... 47, 62
車いす固定
ベルト .......39, 43, 47, 52, 62
固定後、走行する前に ...... 45, 57
固定のしかた ...................... 45, 55
車両への取付け .......................... 39

手動車いす用収納装置（電動式）
アーム ................................. 51, 61
アームロック解除レバー ... 51, 61
回転ロックハンドル .......... 51, 61
格納のしかた ...................... 56, 66
車いすの吊り上げ .............. 53, 63
故障かな？とお考えに
なる前に ................................... 74
収納のしかた .............................. 50
セットのしかた .................. 51, 61
操作スイッチ ...................... 53, 63
吊りベルト .......................... 53, 63
吊りベルトの出・入が
逆の作動をしたときは ............ 74
ラゲージルーム外に
出すときは ............................... 60

使用工具について ............................ 75
乗車人数 ........................................... 41

サードシート ................................... 41お
応急用タイヤの取り出し ................ 70

助手席回転チルトシートが
動かないときは ....................... 73
助手席回転チルトシートが
車外に出た状態で
動かないときは ....................... 75
ヒューズの交換（Bタイプ） ..... 71
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ひ
ヒューズ（Bタイプ）
位置 ............................................. 71
ヒューズ切れを防ぐために ....... 42

へ
ヘッドレスト ................................... 17

す

せ

スライドレバー................................ 14

セカンドシート
助手席側セカンドシート ........... 35

た

ち

正しい乗車姿勢................................ 20

チルトグリップ........................ 27, 30
チルトボタン ........................... 27, 30

て
定期点検整備記録簿 ...................... 巻末
デッキボードの開閉 ........................ 68
点検・整備項目
定期点検整備 .............................. 80

は
パンクしたときは
応急用タイヤの取り出し ........... 70

ま
万一の場合には
故障かな？とお考えに
なる前に ................................... 71
パンクしたときは ...................... 70

り
リクライニングレバー .................... 14

ら
ラゲージルーム内装備
デッキボードを開閉
するときは ............................... 68

助手席回転チルトシート
アームレスト .............................. 19
動かないときは .......................... 73
回転スライドレバー .......... 25, 31
故障かな？とお考えに
なる前に ................................... 73
車外に出すときは ...................... 25
車外に出た状態で
動かないときは ....................... 75
車内にもどすときは .................. 30
スライドレバー .......................... 14
操作をするときは ...................... 21
正しい乗車姿勢 .......................... 20
調整 ............................................. 14
チルトが
もどせなくなったとき ............ 76
チルトグリップ .................. 27, 30
チルトはもどせるが
回転スライドレバーが
引けなくなったとき ................ 77
チルトボタン ...................... 27, 30
ヘッドレスト .............................. 17
リクライニングレバー .............. 14
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